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〔(社) 日 本家 政学 会

N    0   s ガ ス に よ る 天 然 繊 維 の 劣 化

共 立 女 大 家 政　　　 Ｏ斉 藤 昌 子・ 剱持 久美 子　・ 後 藤 純 子 ・ 柏 木 希 介

目 的 ： 繊 維 の 損 傷 ・ 劣 化 の 原 因 に は 多 く の 要 因 が あ る が 、 近 年 、 大 気 中 に お け る 汚 染 物 質

の 濃 度 が 高 ま り 、 こ れ ら の 物 質 に よ る 繊 維 製 品 へ の 影 響 は 見 逃 す こ と の で き な い 問

題 と な っ て き て い る 。 本 研 究 で は 、 大 気 汚 染 物 質 の 中 で も 濃 度 の 高 いN    0   2 ガ ス の

天 然 繊 維 の 劣 化 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。

方 法 ： 試 料 に は 絹 、 毛 、 綿 、 レ ー ヨ ン を 用 い た 。 ボ ン ベ に 充 填 さ れ たN    0   2 ガ ス を 一 定 濃

度 に 希 釈 レ 、 遮 光 し た 暴 露 チ ャ ン パ ー 内 で 湿 度 を 変 え て 暴 露 し （ 実 験 室 暴 露)  . 総

暴 露 量 と 布 の 強 伸 度 、 黄 変 度 の 変 化 を 調 べ た 。 強 伸 度 の 測 定 に は 東 洋 ポ ー ル ド ウペ

ン テ ン シ ロ ン を 、 黄 変 度 の 測 定 に は 日 立 カ ラ ー ア ナ ラ イ ザ ーC    A   3   5 型 を 用 い た 。

ま た 、 試 料 布 を1    8 ヶ 月 間 環 境 大 気 に 暴 露 し （ 環 境 暴 露) 、 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。

綿 に つ い て は 銅 価 を 測 定 し,     N   0   2 ガ ス に よ る 酸 化 の 程 度 を し ら べ た 。 さIら に 、 試

料 布 のN    0   2 ガ ス 吸 着 ・ 吸 収 量 ０ と の 関 係 を 見 た 。

結 果:     4 種 の 試 料 布 の 強 伸 度 の 変 化 は 、 実 験 室 暴 露 で はN    0   2 総 暴 露 量2  5ppi≪ ･ h 付 近 か ら

現 れ 、 強 度 は い ず れ の 試 料 も 未 処 理 布 の80 －90    % 程 度 に 低 下 し た 。 伸 度 の 変 化 は 、

セ ル ロ ー ス 系 は 小 さ く10 ％ 以 下 、 絹 で は20  ％ 低 下 し た の に 対 し 、 毛 は50  ％ 程 度 の 増

大 が 見 ら れ た 。 環 境 暴 露 に よ る 強 伸 度 の 変 化 も ほ ぼ 同 程 度 の 総 暴 露 量 か ら 現 れ た が

そ の 変 化 の 大 き さ は 実 験 室 暴 露 に お け る 同 一 の 暴 露 量 に お け る 変 化 量 と 必 ず し も ー

致 せ ず 、 暴 露 の 際 のN    0   z ガ ス 濃 度 お よ び 他 の 要 因 の 影 響 が 推 察 さ れ た 。
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目 的　N  - ブ ロ ム コ ハ ク 酸 イ ミ ド（NBS  )   ／ ト リ フ ェ
ニ ル ホ ス フ ィ ン（TPP ）お

（Brz ） に よ る タ ン パ ク 楸I維 の プ ロ ム 化 を 試 み.
    NBS／TPP 処 理 とBrz 処 理 に よ る ブ

相 異 に つ い て 、 熱 分 解 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー（Py －GC ） 及 び 熱 分 解 ガ ス ク ロ マ

イ ー －－ マ ス ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー（Py- GC －MS  ）及 び キ ャ ピ ラ リGC に よ り 検 討 し た

素

の

フ

臭

化
ラ

ぴ

ム

グ

よ
ロ

ト

方 法　 試 料 は ヽ 常 法 に よ り 洗 浄 し た 羊 毛（ サ ー ジ) 及 び 絹(  羽 二 重 ） を 用 い た 。
－　 － ・

化 は 、 所 定 量 のNBS ／TPP あ る い はBr2 を ジ
メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド （DMF ） に 溶

か し 既 報1  ) 、2  )

の 方 法 に 準 じ て 行 っ た 。 未 処 理 及 び ブ ロ ム 化 試 料 を6N 塩 酸 でno ℃24 時 間 加 水 分 解 し た 後 、

ブ チ ル エ ス テ ル ト リ フ ル オ ロ ア セ チ ル（BTFA ） 誘 導 体 と し 、 キ ャ ピ ラ リGC 分 析 に 供 し た 。

Py －GC 及 びPy －GC －MS 分 析 は 既 報2  )の 方 法 に 準 じ て 行 っ た 。

結 果 及 び 考 察　 熱 分 解 ガ ス の 分 析 か ら 、 ブ ロ ム 化 に よ り 新 た に 臭 化｡メ タ ン 、 臭 化 エ タ ッ

プ ロ モ フ ェ ノ-－ル 、 ブ ロ モ ク レ ソ ー ル の ピ ー ク が あ ら わ れ 、 こ れ は セ リ ッ や チ ロ シ ン の ブ

ロ ム 化 に 基 づ く も の と 考 え ら れ る 。 得 ら れ た パ イ ロ グ ラ ム 上 の ピ ー ク 面 積 を そ の 熱 分 解 ガ

ス の 発 生 量 と 仮 定 す る と 、ブ ロ モ フ ェ ノ ー ル や プ ロ モ ク レ ソ ー－ル の 発 生 量 はBr, 処 理 で は

NBS ／ TPP 処 理 の 場 合 よ り 多 く 、Brz 処 理 で は ブ ロ ム の チ ロ シ ン へ の 付 加 が 多 い こ と の｡結･果

と 対 応‘｡し てい る ぷ
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